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M"cb"んに於てWitchesに蒲眼した理由一
M"c6"んはテーマが古いから，或いは綱成がわざとらしいからという理由
で，その価値を舜台効果や劇進行の気合いといったものにしか認めない人々も
多いようである。G.B.Harrisonもその－．人で，次のような悪評を下しして
いる。「M"c6ef〃は過大評価されているが大した作品ではない。Shakespeare
のhegtmmnerとはどうしても考えられない《1）｡」成程，現代的感覚から見れ
ば，こういう意見も成立するかもしれない。名誉欲にとりつかれた一武将が殺
人を重ねて王位を硫保し，安住しようとしつつも，遂に天詠をうけて破滅する
というまことにたわいない劇である。しかもその慾剋の動機は，現代とおよそ
縁のない妖怪変化の類し､であり，その暗示によって劇の筋立てが進行されてゆ
くのだから馬鹿々々しく幼稚だといえばそれまでである。しかし，少くとも
(1)S〃αﾙeSp""'sTγαgedies,Chap,90cMacbeth''P.184.
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らぬ暗さは，果してこの性格描写の巧承さからだけくるものだろうか。勿論私
は否と答える。Mnc6“〃の暗さと妖気は,Macbeth登場前から漂うものであ
り，彼の独白(I.vii.1-28:ni33-61etc.)もそれ自体苦悶に充ちてはいるが，そ
の陰に絶えず超人間的な険尉な調べが二軍葵となって流れている。それでは次
次と起る血生臭い邪件がこの劇をH肖くしているのだろうか。これも私は否定し
たい。Duncan王,Banquo,MacduHの妻子の殺害，そして妓後に起こる主人
公自身の死などは，題材としては何の変哲もなく，単純な勧漣懲悪，因果応報
の道徳劇と大した相異はない。（ここに斎藤ﾘ]先生がM"cbef〃のテーマは｢神
の摂理」だと強調され頓',WillardFarnhamが「M"c6"んはJacobeantra-
gedyの言葉で書かれたmoralityである“」と云っている原因があるように思
われる｡）しかし,M"c6"〃中では，これらの殺人には全然むごたらしさも
感じられず，死人の姿に目を覆いたくなる場而もない。二幕四場のDuncan殺
害も無惨な死に際など一行も描写されておらず,Banquoの時も同様であり，
四幕二場のMnIPfIQ1W妻子が段される処も亦同様，ただ，殺智直前の親子が交
わす他愛ない会話で憐れ承を訴えている。
妖しいまでの暗さと恐怖に我々をひきずり込むものが性格拙写でも幾忍非道
な蛎件でもないとすれば，一・体他の何であろうか。
「今までのShakespeareの作品の世界でこれほどまでに自然の秩序が破壊さ
れたことはない。Naturallevelの下に沈んだのは，ただ一人の人間ではなく
Macbethの世界である。分裂混沌の中で動物さえ不目然になっている“｡」と
TheodoreSpencerが云っているように，一線一場から自然は正常さを失い，
舞台は砺光，荒地,witchesで覆われる。この自然界の異常さが我々を虜に
し，劇の主旋律をなしているのだ。我々は怪し承ながらも「この世的でない世
界」に入ってゆく。そして股後までそこから脱け出せないのである。「暗黒が
この作品を賀き，疑惑と階i淵に充ちた世界が異様で恐るべき動物たちを生鎮出
したのだ“)｡」とKnightは云っているが，たしかに登場する助物もすべて荒
荒しく，不吉で，呪われているようだ。
（7）「シェイクスピア研究」マクベス。
(8)S〃αAeShe""'sTγαgjcF"o""erChap.mP.79.但しFarnhamはっ晋
けて「この作品が筈通のmoralityと異るのは悪事をはじめるに当って，自分のしようと
することをよく知り，現世の栄光を獲得するために米iltに於ける魂を喜んで椴牲にする点
である｡」とも云っている。
(9)S"α舵Spe""α微d鋤e恥如”〃ハ”〃
(10)KnightgTheWW"ﾉ"FireP､144.
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まづLadyMacbethの許へ王の訪問を報らせるMessengerがくると，rave、
が吸れ声でなく(I.v､39),その夜は所謂闇夜でcThere'shusbandryinhea-
ven:/Theircandlesareallout'(m.i.5-6)である。MacbethがDun"nを
殺している時,LadyMacbethはowlの啼声をきく。owlはfatalbellman
とも呼ばれるが，凄い声で「今晩は」と叫びたてる(n.ii.4-5).翌朝，
Duncanの死を知らぬI@nnOXはMacbethに向って，昨夜，煙突が倒れ，泣
声，断末魔の叫声，不吉な鳥の啼声，大地が震えたことなどを告げる(1.iii.
59-66).又，七十歳の老人やRossもその夜の異変に薙き，何も知るはづの
ないDuncan王の馬が厩をとび出し馬同志咬承合ったこと，時計では経なの
に闇でおおわれていること,falconがowlに殺されたことなどを話し合って
いる(1.iv.1-20).
この「自然の秩序の破塊」が，憐惨な殺人の光景以上に我々を恐怖させ陰欝
に陥し入れるのである。そしてこの「恐怖」と「陰博」が劇全体の基調とな
り，塚囲気となっているのである。それぞれの批評家は，この「恐怖｣，「暗
さ｣，「不自然｣，「不明隙」(uncertainty).「不合理」などを何らかの聯関によっ
て説明しようとしている。ある人は，「恐怖がMarhethの罪の根源だ《01〕」と
いい，ある者は，「M"c6"んの暗さはunnaturalne=を強燗しているためで
ある“》」といい，ある人は，「Mac6g#〃は日没後の悲劇である“》」という。
しかし私は，「恐怖」と｢暗さ」をかもし出す源はもとより，「自然の秩序の破
竣｣をひき起した源泉をも,witchesが出現したため，いやwitchesの魔術的な作
用によるものだと考えるのである。荒々しいが剛直な軍人Macbethの進路をあ
やまらせ，没落にまで導くwitchesの予言，その妖気あふれる騨囲気がこの作
品全体に充ち充ち，謎者の心を吸いとり，地獄の脱に引きずってゆくのであ
る。JohnDoverWilsOnは，「箙一場と第三場に於てthewei㎡sistersがプ
ロローグのように現われることがこの悲劇のbackgroundになっている《10》」と
云っているが，まさにこの二つのシーンの短い台荊(I.i.)と暗示(I.iii.)に
よってこの劇の色調は決定されている。ただ勝利に酔い，野望も殺意もない
M"bethとBanquoの前に現われたwitches－彼らは，聖書の中のdevilの
ように，人間を試承るために現われたようだ。Scotlzmrlの荒野に，男とも女
(11)Knight:I6fd.
(12)Spencer:S〃α"eSp"癖α"αj〃eⅣ"f"gqfM""．
(I3)EdwardDowden:Sh""""":ACγ"icnノS虹の"HrsMi"㎡α脚α
A減．
(14)TAGNNe"Sﾙα舵sp"":ハ化c6""．
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ともわからず，この世のものともあの世のものとも鼠り知れないwitchesの出
現によって,MacbethとBanquoの進路は異ってしまった。そしてここから
劇の筋脊きは急速に展開してゆく。witchesの相談によってこの作品ははじま
り,witChesの蹄示によってMacbethの破滅がはじまるのである。かくてこ
の劇全休は,witchesによって占有され，そのあいまし､さと不自然さ，暗さと
妖しさが全篇にひろがっているように思われる。主人公Macbethの登場第一
声,@SofOulandfairadayIhavenotseen'(I.iii.38)は,Macbethがま
だwitcheSに会う以前の簡葉であるにもかかわらず,4FairisfOUl,andfOul
isfair'(I.i､）というwitchesの呪文に呼応していて，両者(Macbethと
witches)の切っても切れない巡命的聯関を示している。この反語的な表現は
魔法特有のものであり，人間Macbethがこの表現を口にした率によって，彼
は作品登場と同時に，既にwitcllesの魔術の虜になっていたのではないかと，
私は思うのである。同棟にoSleepnomore!Macbethdoesmurdersleep!'
(n.ii､36-7)というMachethの良心の叫びは,,SIeepneitherni9htnor
day/HangUpOnhispent-houselid'(I.iii.19-20)というwitCheSの呪い
とも呼応し,Macbethの体内にwitchesの息吹きが浸透していたことを物語
っている。故に，この劇の不気味さは，単なる「暗さ」や「殺人」からくるも
のではなく，一人の人間がwitchesによって正附な人間世界から遮断された
苦悩によるものであり，眠りなき夜の暗さからくるものであり，眠りを殺した
異常さから生ずるものであるとも云えよう。qSleepnomore!Macbethdoes
murdersieep!'によってMacbethの地上に於ける敗北がきまったのである。
そしてこの言葉の無気味さこそ,M"c6ef〃全体を勘いている非人iIU的な色調
である。
「ElizabethanandJacobeandemonologyの研究がM"c6e#〃にとって一番
大切な研究である“》｡」とWilsonは云っているが，私もこれに深く同意する
のである。というのは,witchesがM"c6〃ん的諏囲気の源泉であるからと
いうだけでなく,M"c6e鋤製作時代の民間信仰に深い関係があり，当時の宮
廷にはdemonologyの研究に熱中していた人々 が多いという時代的な特色，
更にShakespeareが，全作品中,witchesをこのように大きく描き扱ったの
はこの作品だけであるということなどを考え合わせたからである。ここに私
が，単なるMacbeth及びLadyMacbethの心理分析以上にwitCheSを中心
とする観方が遥かに重要であると主張する所以があるわけである。
（15） T"e""ezUS〃αﾙe""J'e:M"cb"",P･1xiv･
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II.時代背景
1．政治・宗教(”
M"c6"ルが書かれたのは大体1606年とされている。それはFIi2nheth女王
が亡くなって三年後，新王Jamesがスコットランドから迎えられたばかりの
頃である。M〃”〆ルがスコットランドを郷台とした作品であり,Jamesをた
たえるために11『かれたものである故に《",Jamesを生承出したT11finr王家と
スコットランドのStewart王家について家系と宗教を中心に少し述べておき
たい。
HenryⅦは六人の饗をもったが，その最初の妻は兄Arthurの未亡人
AragonのCatherineで，彼女はスペイン王Ferdinandの娘であった。とこ
ろがレピ記の本文中で義弟と義姉との婚姻は禁じられていたので，先の結婚は
完全でなかったことを法王の勅状によって（1503年）征明しなければならなか
った。Henryは新しい箭蔽戦争の危険を避けるために男児を欲していたが，妻
は幾度も流産をした率句女児Maryを生んだ(1516年)。そこでCatherineを
離僻して，若し、AnneBoleynと結婚したため，一度勅状を襟いた法王の怒り
にふれ,Henryは破門された。AnneBoleynはElizabethを生んだ後，不義
の疑いをかけられ死刑に処せられた。次にJaneSeymourと結嬬し，漸く男
児（後のEdwardVI)を得たが，彼女は賑褥で亡くなった。HenryⅧの死
後,EdwardⅥが王位についた，しかし在位六年にして死亡，次いでMary
が王位にのぼった。スペインの血を持つ彼女は極端な旧教徒で，一挙に国民を
ローマ教会に引き戻そうとし，残虐なまでに新教徒を迫害し，虐殺した。この
当時の犠牲者たちの歴史はFoxeのBoohqfM海γfy"sに記されていて，聖
審に次いで多くの人々に読まれた。彼女の出産を告げる銃がまさになろうとし
ている時，仮想分娩であることが判明し，糀神錯乱状態となり，遂に夫Phi-
lippe(スペイン王子）は本国へ州ってしまった。岡民からひどく憎悪されてい
たMaryは孤独の中で世を去り,1558年にElizahethが即位した。Maryの圧制
から脱れ得る悪びと，外閏の血縁から釈放される悪びとに充ちた国民はE1iza-
"thを心から歓迎した。元々貧乏だった彼女は始末歴で，戦争を好まず,いか
（16）この頑を書くにあたりS〃α舵"""'sE"g""α,vol.1中のSirWalter
Raleigh著丁"eAgeqfE"z"6"〃及びTheRev.RonaldByne著R"jgio〃と
アンドレ・モロワ箸「英脚史」上・下を参考にした。
（17）Ⅲ.M"c6efん製作についてを露考されたい。
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なる事態にあっても決して危険に身をさらさない機智を持っていた。そして宗
教に於ても,旧教徳の血を流さぬように努め,一種の中席信仰を求めた。即ち教
会と国家の一時的な平衡を求めて，旧精神と新椅神との間の妥協政策を打ちた
てた｡しかし宗教の混乱していた当IIにあっては,いつまでもあいまいな事勿れ
主義は許されなかった｡間隙連の遵奉する1脚教は,フランスのSaint-Barthelemy
の大虐殺,法王ピウス五世による女王破門,北仏ドゥーエ神学校(旧教によって
英国を再征服する準備のための神学校）の建投等によって拍耶をかけられて，
旧教を厳しく取締り始めた。岐初の犠牲者は1577年11月に処刑されたCuthbert
Mayneであり，ローマン・カトリックに対する法令は,1584年にその絶頂に
逮した。EdwardArden(Shakespeareの母親のMaryArdenのthesecond
co'nginであったらしい）も1583年に処刑された。1603年には180名の信者が炎
の中に消えた。一方，清教徒（カルヴィン派）に対しても厳しい取締りが行わ
れたが処分にまでは至らなかった。清教徒の純粋な求教と消潔な生活とへの要
求は，個人生活に於て，平凡な人|州の生活を余りにも道徳的であるように強制
し，人々の意志を認めないことさえも睡々であった。日常の仕事･と宗教的な勤
めの中間地にFIizJhbeth朝の多くの準やかな芸術（絵・音楽・ダンス・詩・劇）
が繁栄したのであるが，これすらも極端な消教徒は排除しようとした“､。他
方，政箪的にはFIizabethはJohnHawkins*FrancisDrakeを用いて巨大な
滴を獲得するのに成功し，文化は益々栄え，愛国熱は全土に充満した。即ち
Elizabeth治世にあっては教義上の激しい論争も宗教的，社会的影響があった
だけで政治的結果は何ら生じなかった。
一方HenryⅦの妹Margaretはスコットランド王JamesStewartの許に
嫁ぎ，男児Jamesと女児Margaretを生承,JamesはやがてJamesVとな
りフランス人MariedeGuiseとの間にMaryを生んだ。彼女がスコットラン
ド女王Maryである。彼女はフランスで教育されフランスの王太子Franqois
と結婚したが，夫の病死後，スコ･ソトランドに於てHenryStewartDarnley
伯を夫にした。彼は怒りっぽい男だったので,Maryの情熱はやがて冷め，イ
タリー の帝楽家DavidRiccioを助喬者として選んだ。Darnleyは腹を立て雌
謀をはかり,Riccioを殺したが，その三ケ月後に,Maryは一人の男児を生ん
だ。この男児が後にスコットランドのJamesⅥになり，英阿のJameslで
ある。Maryは夫Darnleyをこのrj件のため甚しく州訟，蛍族巾扱も恐るべき
(18)T"e"r〃Ⅳ『g〃Ⅱ.iii.62でShakespeareirkPuritanを00Thedevila
Puritznn'Dと呼んでいる。
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欠の存在となった。椛威に飢えていたヨーロッパ人は，これを至高の地位に奉
持し，ただただその前に額づくことによって心の安定を求めた。すべての知恵
は教会堂の奥深くに吸いとられ，ギリシヤ文化の華やかさは影をひそめてしま
った。しかも「知」を求める人間の宿命は，この宗教をひたすら論理づけるこ
とに満足を見出だそうとしたのである。このようにして，空想的，架空的なも
のであれ，教父哲学“》が生まれ，「不合理だからこそ私は信ずる鯉翰」と喝破
し，知識の根源をあくまで教会の伝統や聖書の中にの承求めようとしていた。
アウグスチヌース“によって信仰の根本が確立された後，キリスト教をより
学問的，客観的に基礎づけようとしてスコラ哲学が生じた。Britanni"による
と，現代のイギリスに於けるwitchcraftに対する概念は，スコラ哲学的なも
のと本来の民間信仰との混合物であるらしいが，どのような点に於てスコラ哲
学的であるのかを，我念ながら，文献不足のため詳しく知ることが出来ない。
ともあれ，この時代は容観的，論理的であろうと拭誤る種々の学者が続出し
た。即ち，ただ理性の承が真則⑧住家であるとしたJohannesEriugena")に
よって端を発し，「知らんがために信ぜよ｡」と首い，神の存在を本体論的に証
明し，キリストが人顛の罪の侭いのために犠牲の死を遂げたことの瞼理的必然
性を証明しようとしたAnselmusvonCanterbury"やエロイー ズとの恋愛で
名商いPetrusAbaelardus{"などによって一応啓蒙運動がなされたが，所詮
鹸後は教会の教義を弁謹せんがためのものであり，真理と筒われたものも神の
天啓に於ける真理を意味するにすぎない。アリストテレス的思考方法すら，そ
の一元論はキリスト教鏡の証明に不利であり，又その科学的論法はこの教義か
ら強い排斥をうけ多く禁止されてしまっていた。それ故，初期スコラ哲学の時
代は総理の仮面を被りながらも，その裏にはこれ程無智と迷信の時代はなかっ
たとも言えるのである。人々は，「自らの理解が及ばなくなると，その人を異
端よぱわりし，偉大な人物が火にやかれ，監禁されてしまった。ドイツの
（21）この哲学，特にグノーシス派の論副は神話的に形成されていたため，多くの「い
かさま師，魔法使，予撒将，悪児と手品使，詐偽漢と偽型人がこの主義に群がり」梨って
いたらしい。（フォールレンデル「西洋哲学史」l_P､327)
(22)Tertullianus.
（23）354年敬会を地上に於ける絶対的なものとする論理を砿立した。
(24)801-877.(25)1033-1109.
(26)1079-1142(彼は聖書の揃紫や奇踊よりも理性を亜視していろ。彼は0@PIus
ratmguamleX・plusconsvetupinelexsit!''「法則よりも理牲，料慣よりも法則が亜ぜ
られんことを."」と言っている）
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Gerbert")は腿法使と君倣され,WilhelmvonConches(28)は異端者として迫
害をうけ,Amalrichは1204年死刑にされ遺骸は野原に埋められ，その信奉者
たちも火と劒によって迫害を受けた。この間アリストテレス研究はユダヤ哲学
肴たちによって支持され，自然科学の研究はアラビアに於て続けられていた
が，学問的であろうとするスゴラ行学は，やがて今までのプラトー的哲学に行
きづまりを感じ始め，再びアリストテレス研究が，ヨーロッパに輸入され始め
た。人間の知的要求の前に教会の柵威も妥協せざるを得なかったのである。こ
のようにしてスコラ哲学の－－大改新がなされ,ThomasAquinas")によって
その最盛期が到来したのである。しかしスコラ的思惟の最高頂とは，とりもな
おさずその秋凋期の前奏曲であった。論理的，学問的であろうとする時，神や
奇馴の絶対性は崩壊する。RogerBacon30)は万学の女王は実験科学であり，
いかなる魔術と言えども[1然の過程を変ずることは出来ない。信なきものを信
服せしめるためには唯合理的なものの承によらねばならぬ。キリスト教も結局
キリストを介して神によって啓示された自然宗教にすぎぬ。－と，主張し
て不信仰と魔法の瞭疑で迫害をうけ，十年間修道院監禁の刑に処せられた。
MeisterEckhart(3I)は超脱(Abgeschiedenheit)の般高度に至ると，神は個々
人の中にその息子を生魏，その人は自らキリストとさえ，否，神とさえ呼ばれ
てもよい。即ちその人は恩寵によって神となったのであると主張し，16世紀の
宗教改革の地雛を用意した。JohannesDunsScotus個幻は神が自然の理性を規
定することに反翁し，又その弟子WilliamOfOccam(as)は「唯個物の教が実
在的のもの」であるとし，普遍的概念はただ思惟する輔神にのぷ存すると云っ
て，普遍的実在を否定したため，神への信仰は遂にその絶対性を失い個人の自
由意志となり，スコラ缶学は全くjjl域の道を辿ることになった。かくて長い中
世は没落し，ギリシヤ文化にかえろうとするRe"5E"nceの範がなりひびいた
のである。ローマ法王オイゲン四世はギリシヤから学務を招き,Renaissance
は先づイタリーに栄え，ダンテ，ペトラルカ，ボッカチオが生れ，プラトー哲
学も復興した。これら新衝学に影響され，神智学が再び勢力を持った。これは
自然を一つの秘密とし，その秘密に深く入ることによって神との合一をとげ，
その本質を認蛾しようとするものであるが，科学的，学問的知識によってでは
(27)1003H(28)1080-1154.
(29)1225-1274．彼の抽即は今日尚カトリック教会の公的「哲学」を支配している。
彼の先輩AlbertVonBollstidtもその博識の故に脆法使とよばれた。
(30)1214-1294.(31)1260-1327.
(32)1270-1308.(33)1300-1350頃．
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なく，空想と感怖によろうとするもので，あるものは魔法に結びつけようとし
たり，医術と混合して秘法と称し，病気の治療に使ったりした。この学派はお
よそRPn"iggance的傾向に反するように思えるが，文芸開花の裏に依然として
神を中心とした不可解な神秘思想が広まっていたことを推測させる。
地勤税の主唱者コペルニクス唖)，近世科学の基礎を砿立したガリレイ“>，
共和政体を主張したトーマス・モア《”，個人尊亜を旨としたモンテーニュ《”，
新教を樹立したルーテル“)など，一･･とヨーロッパ各刷ではめざましい理性
の発展がなされてきた。そしてこれがShakespeare時代なのである。しかも
思想方面では特に，この期に於てイギリス史上最もはなやかな花が咲いたので
ある。経験論を晩き帰納法を確立したBacon(39),演縛法による実験を主張した
Hobbes(4のをはじめ,Kantの前身と言われるHume(4')に至る一聯の学者は
まさにイギリス的思惟の樹立をなしとげたのである。
今，個々の学税について詳説する暇も必要もないが，大体以上の概観によっ
て,Shakespeare生存中には，既に哲学界ば思索方法に於て相当の論理的発展
をなしとげていたことがわかるであろう。確かに哲学界に於ては,ghostも
fairyもwitchも一笑に付されるたわごとであり，盲僧にすぎなくなってい
た。しかしそれならば何故，後述するように，梯々の民間説話が流布し，人心
を支配し，左右していたのであろうか？
私は中世哲学こそこれらの民間信仰を更に強く喪付けした土台となっている
と思うのである。「恐怖が第一にこの世界に神々を作れり｡」とPetroniusは言
っているが，理性を特質とする人間は，理性あるが故に，そして思考力あるが
故にこそ，常に目に見えない自然の力におびやかされてきた。科学者こそ神を
信ずると言われるように，織理を追究すればするほど知性のとどかぬ絶対的力
を意識せざるを得ない。そこに恐怖が生れ，神がつくられ，迷信が生ずるので
ある。これは理性的必然性であると災に，人間本来の↑i'i紺の産物でもある。
「強烈な心愉の印象はすべて我々の目に見えぬ知的な力という思想に導く傾向
を有するものであり，かかる心情の印象が持つ特有の衝動力からの承宗教的理
念の柵成が説明される《“｡」のである。かくて人間世界は，「この世的なもの」
??????????????
1473-l543.(35)1564-1642.
1478-1535.(37)1533-1592.
1483-1546.(39)FrancisBaconl561-1626.
Thnm"Hobbesl588-1679.
DavidHumel711-76.
HmmegⅣ汀""αノ"s"〃"Re"gfo".
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と「この世的でないもの」とに分たれ，後者が所訓宗教的，幻想的部門とな
る｡中世は「この世的でないもの」に集中した時代であり，最終局的な絶対神
の説明と擁謹に専念した時代である。近世哲学に至ってすら，神の理論づけは
跡をたたず，ある者は習慣的産物“》だと言い，ある者は万能で無限者“)だと
言い，ある者は懐疑から出発し，其空の存在を否定しつつも神を実体とし“，
又ある者は「神は宇宙だ《蝿」と言う。まして中世に於ては，神はすべての根源
であり，神からヌースが流出し“，神は奇賊を行う力を有し“》，一切のもの
に先行している一般《‘，〕であると融われた。しかもそれぞれが一応の理論づけ
をし.ている。たとえば天には父なる神があり，天使長や天使を作り，作られた
七人の天使をこの世に送り，その一人がキリストであると言う。これは極く初
期の教父哲学者“>の分類であるが，中世の学者たちはいずれも絶対不可侵の
神をうちだすこと，それを如何に人間世界と結びつけるかに苦労している。こ
のように神を絶対とする1lf,相対的なものが必要とされ，神を善と承なす時，
悪が必要であり，最高と推定する時，最低のものが推定されねばならなかっ
た。これはキリスト教義に於ても同様であり，神の力，神の善意を説くため
に，悪魔の力，悪怠をも力税しなければならなかったのである“》。我々 はこ
こで｢悪も亦珊党，永速なる世界目的実現の手段たるにすぎぬ」というF"lthzlrt
の寓葉を想起する。救われることを前提されている人間，しかも悪に陥入りや
すい人間の中間性を描き出すために，神と悪脆が仮定されたのである[鋤。そ
して神と人間との関係が明らかに挽かれた時，悪魔と人間との関係も説明され
なければならない。ここに種々椴々の伝説が生承出されてきたことであろう。
そして誘惑や醗落など一切の悪への手引きをなすもの，刺戦するものの具体性
が巻えられた筈である。もっとも，エジプト，アッシリア，ギリシヤ，ローマ
時代から信仰され，キリスト教全盛期に於ても，ひそかではあるが根深く信仰
され研究しつづけられたmagic,aStrology,alchemyなどは存在したようであ
(43)Hume. (44)SPinoza.
(45)Descartes. (46)Brunq
(47)Averro:s. (48)AIgazel郡．
(49)Avicenna. (50)SaturninUs.
（51）聖書に於て我々 はdevilという高葉を多く見出す。(Le"､17,7．De".32,17.
M面",4,1;9,34;13,39;25,41,L"雌4,258,12;901,ﾉﾘﾊ〃6,70;8.44;13,2,m〃．
4,27,.肱獅"2,19;4,7,〃“9,R"J､12,9,etc.）
(52)Ploutarkhosは神的なものと人IIU的なものとの間を，稗き鬼神と懇しき鬼神とが
媒介するとの晩をたて，民IⅢ信仰を寓噛的に解釈することによって是認しようとしてい
る。
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す口実にしたものと思う“・神の力を力晩主張する彼らは，悪魔の力をも強
調しなければならず，又，神の奇賊を信する者は，魔法の力も亦容易に信ずる
ことが出来たであろう。不可知の世界を僧ずる者には，笛も悪魔の仕業と思わ
れ，蟹気楼も神の御業と映ったにちがいない。目に見えない世界は人々の心の
中で次第に膨服し,fairyもghostもdevilも実在のものと硫信されていたの
である。換討すれば，善あってこそ悪は存在し，神を信ずればこそ，悪戯も，
又懸魔に伴う一切の形象も信じられたわけである。勿捻このﾘドはひとりキリス
ト教に於てだけのことではなく，あらゆる宗教一仏教はもとよりキリスト教
以前一に於ても言われ得る。そしてこの恕腿観は神（あるいは絶対者）が栄
えれば栄えるほど同比率に存在を大きくし，信じられていったのだと思う。こ
の,徴味で，中世哲学が神を論理づけ擁護すればするほど，一方に於て，悪の世
界が増大しｲ餅じられ，その実在の確証に努めたのであろう。このように中世哲
学によってより強く喪付けされた民間信仰は,Tudor朝に至り，人々の生活
の底まで惨承渡って，迷信を鎖圧しようとする理性的な人々の努力も空しく，
空想的，幻想的なものを研究する学者はあとを断たなかった。「Dunstanや
MichaelScot*RogerBaconからCorneliusAgrippafParacelsUsに至る
多くのecclesiastics*physiciansがこのeviloneを扱って有名だった。そし
てこのような研究の目的は知的手段によるpowerの穫得であった。というの
はF"stusは｡AsoundmagicianisamightyGod'と言っているから｡」と
H・Littledaleは述べている<">。そしてこのような「occultloreの研究家は
evilbeingsとsoul-destroyingの契約を結んだと言われていた(”｡」ともあ
れ，民間信仰に結びつく迷信は当時の教擬人の間にも惨承込玖,ShakeSpmre
やこの時代の作家たちはそれをそのまま描き，又，創造力を以って種々に変形
し付加することによって，更に，人々の迷侶を作り，深めていったものと思わ
れる。
これらのfolklore*superstitionについては項を改めて詳しく述べること
（54）ヨハネ伝に於てキリストはユダを指してdevilと云っていろ。聖書に於ては
evilspiritsが世々 animalsJPmen¥angelsの形をよそおう。又，人間の体内に入
り，その行為を支配する。ヨプ記ではDevilはAImightyと話をし，ヨプの誠爽性を尋
ねたとされている。このDevi1に対する警告がwitch"aftの学説の韮礎をなしていると
いう説もある。II:1約聖苫E工.22,XviiiにはThoushaltnotsuff"a""c"toliveと書
かれているように,witchという名称もしばしば出てくる-,Cf･De"、18,x,I.Sα城．
15,xxiii,HC"℃"．33,vi.etc.
(55)S〃α舵"""'SE"g""d,vol.I.XVl,FoIkloreandSuPerstitions,P.541.
(56)]bid.P.534.
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にして，次に我々は哲く方向を変えて皿"c6ef〃がどのような条件の下に創
作されたかを見ようと思う。
III．M"c6e鋤製作について
KingJames及びHb〃"S"ed'sC"""cﾉeを中心として－
前述のようにM"c6ef〃はJamesIがScotlandから迎えられたばかりの
1606年に製作されており，その舞台が"otlandであるということだけからで
も，我々はこの作品がKingJamesと密接な関係をもつように思う。「The
King'SPlayerSはスコットランド史のplayをするように命令された｡」と
Harrison<画は記している。彼らは，自分たちのパトロンKingJameSの気
に入るようなplayを演じようとして想出したのが，その前年の1605年の8月
にJamesが妃と王子を連れてOXfordへ行った時のことである“》。そこで
は,MatthewGwinneの杏いたラテン語の詩が舞台にかけられていて，その
中でnymphの姿をした三人の少年が丁度MM"c6師〃中のBanquoに対する
propheticsistersのように王室を祝福した。Shakespeareはこの少年たちにヒ
ントを得て彼のweirdsistersを描いたらしい。しかも,weirdsisters(-
ScOtlnnrlではwitchのことをweirdsisterと呼ぶので,ShakespearEはstage
direction以外には，ほとんどこの言莱を使用している－）を描くには，臓
法の力を持つ女性が多いと言われていたScotlzmdは最適の場所であった。漂
紗と拡がる荒野，「その昔，ロー マ人たちも,ScOtlandに於ける勝利は敗北の
前奏曲にほかならぬことを認めざるを得なかった。兵姑線は余りに長すぎる
し，気候は余りに厳しすぎるし，国土は余りに貧しかった｡．．．イギリス軍
は，ひねもす，山岳や荒れ果てた戦野を押し分けて進む。辿るべき街道も路も
小径もなく，行手には町も民家も小屋も見当らない(”」この地こそ，人心を
撹乱する妖怪変化の住家として無顛のものであったろう《”。その上Kmg
JamesはDag加｡"oﾉogie("I)やⅣを"sqrSco〃α"dの著者であり,oneOf
(57)SﾙαﾙeSpe"e'sTmgediesP.185.
(58)HarrisonもWiliardFarnharm(S〃α片eS"""IsTγαgedic"ｼ℃""efP､83)
も，この時の記述についてi司梯のことを謝っている。
（59）アンドレ・モロワ「英1週史」上・三浦三牽・
(60)Brandesも葛う「この暗いドラマの中でScotlandの漁やヒー スや域が複写され
たことは，非常に自然にかなっている」と。(WM"iα碗s〃α片e""",AC""c"J
S"",P､420)
（61）この中でKingJame9はwitchcraftの発述について述べている。
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themostprominentchampionsofsuperstitionであった">｡Jamesは世1分の
花嫁が&otlandへ渡るのを邪魔して嵐を起した二百人のwitCheSの拷問群判
に出席し，彼女たちを火刑に処している。又，1598年に600人のwitchesを処
刑し,1604年にはabillaganistsox℃eryが議会を通過している。又,H.Lit-
tledaleも書いているように@鋤,KingJamesがdemonologyにあまりに深く
関心をもっていたので，全ての宮廷詩人を神秘学(occultstudies)の研究に追
いやってしまった。1604年SirJohnHarringtonがJamesと岐初に会見した
時のことが次のように記されている《”g-
HisMajestydidmuchpressformyopiniontouchingthepowerofSatane
inmatterofwitchcraftjandaskedeme,withmuchgravitie,ifldidtrulie
understandewhytheDevildidworkemo唾withancientwomenthanothers？
..,.HisHighnesstoldme(theQueenehismother'sdeath)wasvisiblein
Scotlandebeforeitdidreallyhappen,being,ashesaid,spokenofinsecrete
bythosewhosepowerofsightpresentedetothemabloodiehead"ncing
intheaire・Hethendidremarkemucheonthisgifte,andsaidehehad
soughteoutofcertainebookesasurewaietoattaineknowledgeoffUture
chances.(Ⅳ脚gueA"〃9.,ed.1779,vol.ii.p.116)
これを読むと,Jamesは単に異端者究明のためにdemonologyを研究して
いただけではなく，彼自身霊蝶的な現象をｲ,：じていたことが判ると思う。この
信仰と趣好をShakespeareは巧承に利用して，舞台上にwitcheSを出現させ，
悪への誘いをかけ,Jamesの目をひこうとしたのである。occultsciev'r"が流
行していた当時の宮廷に捧げるplayとして,ShakesFareがsulxrnaturalな
琢囲気の作品を書こうとしたのは，まさに当然すぎるほど当然のことであった
と思われる。ここにKingJames-Scotland-withcesの柵則性，不可欠
性が明らかになったであろう。．
さてM"c6"んは衆知の如く，確かにHり〃"s〃ed'sC"ro"icﾉGから取材
されてはいるが,Shakespeareは唯これをIMII化したのではなく，彼自身の創作
にふさわしく，多くの付加や変化を与えている。中でも注意される大きな扣連
はBanquoの取扱いである。HolinshedによればMacbethゞ とBanquoは森の
中で三人のweirdsistersに会い予言を聞くが，その後,DuncanがMalcolm
G.Bγα""s:M雌α碗SAa睦"e"",ACγ"jcaﾉS"",P.424.
S""eSje"e'sE"g""‘,,WitchcraftandDeVilS,'P.540.
肋j仏
????????
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に王位を譲ると発表するので,MacbethはBanquoと相談し，共謀の上(-
AtlengththerefOre,communicatinghispurposedintentwithhistrustie
friends｡amongstwhomeBanquhowasthechiefest,vponconfidenceoftheir
promi"daid,hesluethekingatEnuerns,...-"))Duncanを殺したこ
とになっている。一方ShakespeareはBanquoにはDumcan王殺識に対する
罪は全然無いとし，専らMacbeth個人の罪に帰している。即ち,Banquoの
息子FleanceをKingJamesの潔白無罪の先祖とすることに気を配ったので
ある。これは勿論,ShakespeareがKingJamesの気に入ろうとして沓きかえ
たものであるが，このBanquoの子FI"nceをStewart家の架空の祖先とし
(一一もつともこの箇処はHolinshedもHectorBoeceのSco"〃加His-
"""eから借りたものであるが一),しかも空想上の潔白性を与えたのは，ひ
とえに前述した《!"o)KingJames出生時の暗い影を取り除くための心適いであっ
たろう。KingJamesは私生児であると思われていた。しかも両親ともに国民
の憎悪の対象となり，遂に他人の手によって般期をとげた。KingJamesを祝
福するには先づ祖先を正統づけねばならなかった。更にMacbethを樹悪人化
することによって,Banquoの人格の尚貴さを強淵し，間接的にJamesを讃
える手段の一つとしたわけである。Holinshed's中のMacbethは8theold
lawesoftherealme'によれば,｡hethatwasnextofblocdvntohimshoUld
"admitted(m'となっている。』．D.WilsonもTﾙeⅣb"S〃α膨"""の
infroduction中で言っているようにMacbethについては歴史的な率柄は殆ど
知られていないが，1“0-57年にScotlandを治めた勇気ある信仰篤き国王で
あったと思われる。当時のcollateralsucEEssicnの習慣によって王族が互いに
殺し合うことはありがちのことであり,MacbethにはDun"n殺害の正当の
理由があった。即ちMnlcolmⅡはaltematebranchを殺して孫のDun"n
に王位を譲ったが，これは当時の習佃を破るものであった。しかしこの殺され
た王の孫娘Gruochが生きのび，最初の夫とのI州に一子をもうけ，後Macbeth
夫人となった。だからMachethは妾と子のために王冠を要求することが出来
たし，又M"IEth自身の父もMalcolmとの戦いで死んでいるので,Duncan
に対して復讐するのは当然の理由があったらしい“)。にも拘らずMacbethを
（65）“""shed'sC""ic"(Everyman'sLibrary)pp､211-212.
（66）Ⅱ、時代的背景，政治を参照されたい。
(67)IWdGP･211.
(68)Cf.D,Wilson:T"cⅣ曾"S〃αﾙc""j･e;M慰め師〃,Introduction;M.C.
Bradbrook:T"eSO""S"MnC6eM;GeorgeBrandes:Wi"jα加S〃α舵""re,
AQf"cαﾉSj"",Pp.420-432.
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極悪非道の謀叛人としたのは，12-13世紀に勝利を得たhereditarysuccession
にStewart家が従っていること，又17世紀に英国を統治したのがこの王家で
あるために，これをjustifyしなければならなかったというのが最大の理由で
あったろう。四鞭一場のaShCwofEightKings(RObertⅡとRobertⅢ及
EKJameslよりJamesⅥまでの八王）もJamesが特に諭としていた王位
直接継承岬珂を映し出すことによってKingJames及びStewart家に栄光を与
えようとしたものに他ならない。
Banquoの性格を変じた他,Macd〕nwaldの叛逆やデンマークの侵入，
Cawdorの反抗などをHolinshed以上につめこゑ，又Dun"n殺害の場面は
KingDUHの殺人聯件から取材していて，見方によっては,Shakespea唾は唯
ほんの物語の骨組だけをHp〃"s"ed'sC〃γo"icﾉgから借りているに過ぎぬ
とも箇える。しかし，とりわけC"o"ic/gを踏膿し，その我現までも借りて
いると思われるのは，四郡三場のMalcOlmとMarrluffの会話である。ここ
でShakeSpeareは糠王というものを定漉づけ，王に対する希望を述べ，余り名
君とも言えなかったJames(1.時代的背景，政治の項参照）に不平を葛.って
いる。英国のEdwarri王のGmiraculouswork,'qhealingbenediction'につい
ての約二十行も亦，英国を称設すると共に,Jamesへの亀鑑として提示したも
のであろう。
このように考えてくる時,""c6ef〃は新王を迎えてのお祝い劇の一菰であ
ると言わねばならぬ。すべては王を対象とし，意識して物語を展開していって
いる。ある時は祝福し，ある時は忠告し，ある時は慰安しつつ，豊かな想像力
と創作力と，巧承な表現力とを自在に働かせて,King'sPlayersとしての面目
を発抑しているのである。しかも舞台をJames出生の&otlandにとり，王
の趣向を巧承に打ち出した川意周到さはShakespeareの天才を物語るものであ
る。witchesがMiddletonのTAGWWc""からの借用であろうがなかろう
が《初,witchesをM"cbeノルに登場させ，大きな役割を与えたのは，あくま
でShakespeare自身であり，それだけで充分の意我があると思われる。
ついでながら，唯一つ心残りで,Shakespeareの人間性に疑惑を抱かせるの
は,KingJameSがおよそ名君と呼ばれるに速く，柔弱にして腐敗を招いた王
であるにも拘らず，何故，彼が王に気に入られようとする作品を書いたのかと
いうリドである。彼はただの日和見主義で，自己の批判力を持たなかったのであ
(69)CfM.C・BradbrOok:T"eS"""Sqr""6ef〃．
(70）殆どの学将がMiddletonがShakespeareを模倣したのだと6i.っているが一・
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ろうか？それとも王をパトロンに持つKing'sPlayersとして不可避のことで
あったのだろうか？そして，彼の非凡な芸術的才能は，如何なる現実的拘束を
も超越して，要求された条件の下で，何の苦揃も矛眉も感ぜずに，自らの自由
世界を創造していったのであろうか？
IV.当時の民間信仰及び説話とwi"hes
二-'一世紀の銃者がM"c6"〃を読む時，本気で取り組めないお伽話的な技
巧を感ずるとすれば，それは超自然的なwitChegの存在，言助，様相が多分
に原因しているであろう。しかしこの物悪の創作は400年以前である。そして
当時の人々は，前述のように，この存在を信じていた。奇怪な迷信に充ち，多
数の生命がやき殺された時代に，一般大衆は何を信じ，考えていたかを跡づけ
て承よう。
先づBγ〃α""ic"によると,witCheSを最も信じていたのは，スコラ哲学
の影響下にあった1230年から1430年までであり,1430年以後になると，ただ民
間伝晩として人々の心の中に伝承されるのであるが，この民間伝娩というもの
は，大きな力を持っており，「17世紀の初期に至ってすら，英間民はいろいろ
のevilspirits-狂気にしたり，陸や海に嵐を起したり，悲惨9Fや死を予感し
たり，疫病や飢飾をまきちらしたりする一の実在を信じていた《”｡」そこで
教会は腿除けのお守りを発売し,witcheSを悪魔の使いと看倣して，極刑に処
した。Scotlfmrlに於ける岐後の裁判は1722年に行われたが，柧牲者は全部で
数百万に上ったと記されている。Scotland特に北部の女性は強力なmagic
pOWerを持っていると思われていた。一方英国でも.1588年にBishopJewel
はElizabeth女王にwitCheSに対して厳しい処慨をとるように脈えているが，
それから数年後，女王が歯痂のため四,五日I眠れなかったという理由によって．
Mrs・Dyerという女性を罪に陥入れている《?幻。そしてM"c6"ルの書かれた
頃Middlesexに於ては,witChCraftに対するconvinctionは股間頂に述し，
1604年には1580年に作られたwitches取締り律令を強化する意味で新しい律
令が発せられる程であった“)。この裁判と処刑はひとりScotl"dと英凶だけ
(71)Brandes:Wi"""S"αﾙeSbem'e,AC""c"ノS地力9P.42.
（72）必湿P.424.尚Br2nd"によれば1597年KingJamesはD"e"""んgieで
witchcraftの発違を‘魁述したが，その翌年600職ほどを処刑した。
(73)M.C.Bradbrook:S〃αA""""S""",vol.4.
、
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ではなく，殆どのキリスト教図に於て行われた。ジュネーヴでは三ケ月に500
人，スエーデンでは1670年に70人，イタリヤの或る地方では一年に10W人が処
刑されている。教会はevilspiritsの仕事をするために自己を売り渡した人間
《”を，たとえ如何なる手段を以ってしても殺す義務があると教えていた。
MartinLutherは「私はこれらのwitchesに対して何ら同情を覚えない。全
部焼き殺してしまし､たいものである｡」と筒っている。英国では1634年17人の
人が唯一人の少年の祇蔚でwitchcraftの罪があるとされているし,1664年に
は，博学な裁判官SirM"#hewHaleは，告訴された二人の女性を前にして，
｢witchcraftの実在性を疑う余地はない。稲瀞審はそれがrealcrimeだと教え
ている。国民のwisdomがそれを罰する法律を作ったのである」と明笥して
いる。JohnHOwellは「Essex*Suffolkでは，この二年間に2"人以上が告
訴され，半分以上が処刑された」と述べ（1644年)，一・年後には更に，「二年間
に300人がE=xとSuffolkで奴判にかけられ，その大部分が刑に処せられ
た。Scotlandは益々彼らでふくれ上り善良な人々が毎日処刑されてゆく」と述
べている《祠。
以上の記述で判るように，当時あらゆるキリスト教1吋に於て多数のwitchと
称されたものが処刑され，しかもその犠牲将たちは明らかに人間であった。私
はここで当時信じ，伝えられていた具体的なwithesの抑話を二,三の例をひい
て簡蝋に紹介しよう。
ScotlandのTrenentの町にDavidSeatonという代官が住んで居り,Geillis
Dunmneという女中をjii(っていた。彼女は征夜ひそかに家を脱け出し，病気
に悩む人たちをmiraculoUsな方法で治した。しかも彼女は二度と同じ方法を
用いなかった。"atonは彼女がextroadinaryな方法を用いているのではない
かと思い，尋ねたが答えないので，激しく拷問した。しかしやはり答えようと
しなかった。その後，拷問の際，喉の前部零にdevilの印一藩通witchが
持っている印一があるのが発見されたので遂に白状した。即ち彼女の全ての
(74)Puritanの祖先たちは木当にI:1分をDevilに売る人間がいると例じていたし，中
世を通じてDevilとwrittenCompaCオを結ぶという考え方がⅨまっていた。16世紀のロ
マーン・カトリック派の一人がevilspiritとの契約にsignandsealしたが後悔し，こ
の契約から逃れられるようにとVirginに細んだ。するとVirginはSatanに証文を返す
ように強制し，それがBishopによって欺会の中で雄み上げられ，その男はその契約から
I:I[hになったという事実があるらしい。(EzraHoytByington:T"eP""α〃j〃E"g･
”"dα"αⅣ也"E"g""",pp.335-380;BrandesgW""α"SAaﾙeSp"",A
C""c"ﾉS如成y,P､423.参照）
(75)EzraHoytByingtongTheP"〃α〃j〃E"g""dα"‘Ⅳ麿"Emg"".．
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行動は,devilの邪悪なおびきによってなされたものであった。投獄された彼
女は次の人々を有名なwitchesだとして捕えさせた。AgnesSampson(股年
長者。Haddingtonに住む｡),AgnesTompson(Edinburghに住む｡)Doctor
FianaliasJohnCUningham(LothianのSaltpansにある学校長)｡Agnes
Sampsonは王の前にひき出され，次のように告白した。All-hallowEveの夜
上記の人々 と200名に至るwitchesと共に海へ行き，各々 riddleやsieveに
乗ってLothianのNorthBerwick教会へ向った。｣言陸後,shortdan"(real)
を踊り歌を歌った。Dqlncaneが先導して踊り承んなで教会に入って行った。
この告白に驚いた王はD1'ncmleを迎えにやった。すると彼女は前述の踊りを
踊りながら喜んで王の審問に出席した。AgnesSampsonの告白によるとdevil
がNortllBerwick教会で彼らを待っており,devilは自分への忠誠を誓わせ，
王は世界最大の敵だと言い,SCOtland王を烈しく照倒した後，そこを去った。
AgnesSampsonはその他，色々 miraculousな事柄を述べたが，王は全然信
じようとしなかった。ところが王と妃が結蛎初夜にNorwayのUpsloでお互
いに交わした言葉を当てたので，彼女が前に言った邪柄の全てを王は信ずるに
至った。又，彼女はdevil'spersuasionによって王を殺し得る唯一の女性であ
ったし,riddle*sieveにのって航海したり,Denmarkから帰ってくる王の
船に逆風を吹ぎょせたり，棟々な変ったり『柄をなしたことも告白したというの
である《”。
この話によっても判るようにwitchは特に王を柑承，何とか死に至らしめ
ようとしている。Holinshed<7w)も，王が夜眠ることの出来ないのは,6natural
gickness'ではなくて,4sorcelieandmagicalart'によるものだという話を記
している。そこで兵隊を派適して調べさせてぶると， 4oneofthewitches
rostingvponawoodenbrockanimageofwaxatthefier,resemblingin
eachfeaturethekingperson,madeanddeuised(asistobethought)by
craftandartofthediuell:anothertothemsatrecitingcerteinewordsof
inchantment,andstillbastedtheimagewithacerteineliquorveriebusilie'
であった。兵隊たちは彼らを城へ連れ帰り，何の目的でこんな邸をするのだと
尋ねると,qtotheendtomakeawaytheking,forastheimagedidwaste
aforethe6re,sodidthebodieofthekingbreakefoorthinsweat.'と答え，
(76)DoverWilson:L〃をj〃S"α虎e"""YsE"g""臥尚Wilsonはこの挿話を
"""sかり堀Scof〃"αから引剛している。
(77)Cﾙｱo"cJepp､209-210.
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又,thewordsoftheinChantmentに関しては｡theyseruedtokeepehim
stillwakingfromsleepe.，と言った。
更に,witchesは人間を動物の姿に変える事が出来る一例としてWilsonは
次のようなエピソード(”も記している。
cyprusのSgllaminという町に船が蒲いたとき，ある船員は卵を買いに上陸
した。そこの女はこの男をdestroyしようと考えて，卵を持ってくるのにわざ
と暇どって帰ってきて，船が出帆していたら戻ってくるようにと彼に嵩った。
若者は時間におくれそうなので道を急いだが，空腹のあまり途上で卵を一,二
箇食べるや否や突然口がきけなくなり，気が変になった。船につくと仲間から
梶棒でどやしつけられた。それというのも彼は聰馬の妾に変えられていたから
だ。この題馬はその女の家で三ケ年荷物を背中にのせて働いた。人間の言葉は
判るけれど全然口が利けず，自分は人間なのだと告げることが出来なかった。
彼が人間だと知っているのはその女の仲間のwitchesだけであった。ある朝，
町に出掛けた時，教会の錨をきいて後肢で坐り，前脚をあげて，うやうやしく
礼をしていたのをジェノアの商人が見つけた。慰馬の女主人は慌てて槻棒で彼
を叩いたが，このような種類のwitchcraftは多く知られていたので，発覚し，
人々は彼女を裁判にかけたというのである。
以上のように，実際に告白された挿話，実際に処刑された記録を承る時，我
我はwitch"の持つ能力や行動に大きな疑惑を抱きながらも，当時の世界に
於てはwitchesが実在し，活躍していたことを認めざるを得ないような気がす
る。16,17世紀の一般観衆がこれを極く自然に受けとり，何らの抵抗も感じな
かったどころか，逆に大きな共鳴と感助を覚えたことは言うまでもない小実で
ある。folklOreとかsuperstitionは現代も尚，各悶に残存しているが，その起
源が何であったかつきとめることは出来ず，誰からともなく，口から口へ伝
え，知らず知らずに揺篭の中から培われてきたものである。supernatural
beingsを認めていたShakespeare時代“》に於ては，殊に迷信が深かったと思
われる。例を挙げると，家を出る時，閏につまづいたり，旅行を始める日が暦
の上での凶日であると，引きかえすとか，蛇が殺されているのを象るのは不吉
な前兆だとか，烏の啼声で天候が予測出来るとかという様々なものがあった。
又，動物に関する迷信も多く,Shakespeareはこれを方々で用いている。こ
(78)L〃をf〃S〃α膨"e""'sE"g〃"d,CTransfOrmation'の項でA〃『ぬ"加加”
Nrg"'sDre"郷Ⅲ.i.120-125を引川して脱明し，参考文献としてScot¥TAGDis･
c""""Wrc"cγα〃(1584)をあげている。
（79）民IⅢ伝説の項を参照。
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こでwitclnegに関係あるものをH.Littledale("の準げた多くの中から，二，
三番いて象よう。fatgはwitchesの親しい仲iⅢと考えられ,hedgehogsは
devilsの象徴であり,witchesはその鳴声からomensを引き出すと考えられ
ていたらしい。又9ratSは本能的にadoomedshipを立ち去るものであり，
were-wolves或いはwitch-wolvesは残忍な蛾の湊をしたwitchesであって，
UWesawaboythere,whosehalfe-facewasdevouredbyoneofthemneere
thevillage(inArdenna);yetsoastheearewasrathercutthanbittenoH.
NotmanydayesbeforeourcommingatLimbuzghwasexecutedoneofthose
miscreants,whoconfessedonthewheeletohavedevouredtwoandforty
childreninthatforme.'という挿話がある。又,owlはM"c6〃んⅡ.ii.4で
承られるようにfatalbellmanであり，這うもの（即ちadders,spiders,toads
など）は劇を観る人々の脊筋を寒くするに効果があると思われていた。
その他barnacle,bat,hareなどについての伝魏も多く，人々に信じられて
いた。bodilysensationに関してはwitchesは特に注意を払い,･Bytheprick-
ingofmythumb,/Somethingwickedthiswaycomes.'(W.i.44-45)などと
言っている。
当時のカトリック教徒の間では，人間の死後soulsが肉体を離れて，地上を
歩くという)1Fが僧ぜられていたく賃'〉。これらのsoulsには善悪二種があり，良い
soulsはaCheerfulandamerryCountenance,whiteandshiningをもってお
り，悪いsoulsはaveryheavyandsourlookcoalblackであるため，すぐ
に見分けられ，人間の死後現われて，その身分を再現すると考えられていた。
呪われたsoulsは好きな時，地獄から出てくることが出来，これらの後から煉
獄にいるsoulsが現われ,saintsのsoulsは殆ど出て来ない。これらheavenly
andpurgatorysoulsはemberdayによく出歩き，特にこの日に生れた人の前
に現われる。souIsの現われるのは夜であり，沢山の人の前を嫌い，大低一人
の時に出てくる《鋤ものだとされていたらしい。このようにsoulsが歩き廻る
と考えられていた時代だから，当然死人の幽溌もその変を人々の前に見せてい
た筈である。H""""中のgh)stもBanquoのghostも単に演出的効果を
狙ったところの完全な空想的創造物ではなく，実際に存在するものとして描か
(80)S"α片eSbe".e'sE"g""dbvol･I.,FolkloreandSuperstitions,'pp.516-527.
(81)DoverWilson:L〃を銃S"暉膨"""'sE"gﾉα"仏Chap.ⅢでAMW4
s"”""'･Nig"'sDre"",m.ii.381-387を引用してこれを魏明している，
(82)WilsonはReginaldscot:T"GDjs"""""WWfc""α/rを参考文献にあ
げている。
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れていると考えられる。Littledale(")によれば，普通のjugglersに関する描
写もI典々 劇中に見られるが，彼らは単なるfre-spittingmountebanksであるの
験ならずでconjurorsもあった。そしてこのconjurorsというのはexorcists
かmagiciansかのいずれかであった。eXOr℃istsはdevilに懸かれた人人や，
wickedspiritsに懸かれたり，攻離されたりした人々のために神聖な柵威が甦
えるように祈ってやるものであるが,magiciansは逆にdemonsをサービスす
るように召喚し，その報酬としてn分のsoulのreversionを与える。このよ
うに6magician'は悪魔と契約を結び，意識的にfinmnationを週，び自分の魂
と引き換えにsupernaturalpowerSを手に入れるものであると考えられている。
KingJamesはD"e"o"oﾉog"の中でdmagician'と6witCh'を区別して次
のように書いているそうだ(84):--0magicianswereleamedaltdsoughtpublic
glOry;witcheswereunlearnedandsoughtrevenge'と。magicianは，たしか
に多くの研究を重ねていたようである“》・前述したように（将学の項参照)，
宇宙の根源までも究わめ，不可知の力を自らの手に掌握したいという熱望が，
彼らを神秘学の領域に専念させたのであろう。宇宙を支配すると考えられる神
と同等，あるいは神以上の力を僻たいというのが，彼らの研究の動機であった
かもしれない。しかしそのために，彼らが悪魔と契約を結んだとか，魂を売り
わたしたとかいうことは其実であるかどうか疑わしい。おそらく，キリスト教
徒が，自ら信ずるもの以外のもの，又は，自らの教義では説明できないものの
研究者を迫害するために用いた定溌であるとしか考えられない。そしてこれら
magiciansには男性が多かったように思われるのも,witchesとの大きな相異の
一つである。更にBradbrook("は,$witch'とGwizard'とを区別するのに，
WilliamWestofthelnnerTempleのSy"60/"og"""e(1595)から，
次のように引用している。「wizzurdsは未来を予言し，魔法の箇莱を使ってevil
spiritsを呼び出す。又，尋ねられた耶柄に対して声で答えるか,glass("f
crystalstones¥ringsや絵などを使うものであるが,witchesは腿を起した
(83)S〃α舵Sp"J'g'sE"g肱"d,P､540.
(84)Brad上rook:S"α虎e""reS""",vol､4．
(85)Cf.MaUgham:r"eM"giCiα"・magiciansは21の特椛をもつものであり,一
切の天側を統べ，一切の地獄を従え，死箭をよみがえらせる秘密を掘り，永生不死の秘鈍
をもっていると思われていたらしい。又，不老長寿の薬を調剤したり，脆法の鏡で過去，
現在の出来率，人間の行動を映しだすことが出来るなどの伝説も多い。
（86）必秘
(87)ThomasHardyの短簡TheWitherdArmにはatumblerに水を充たし，卵の
白味を割って落し，その形で呪いの女を占うCOnjurorTrendleの姿が描かれている。
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果すことをwitchesに教える。つまり，洗礼をうけていない子供が居れば，
夜，母親の傍からさらってきて，彼らのceremomP=で殺し，埋葬後，墓の中
から引っぱり出し，大釜の中に入れて肉がどろどろになるまで煮る。その液体
の濃い部分で軟膏を作り，それを身体にぬって空中をとぶ。薄い部分を瓶につ
め，それを飲む者は誰でもすぐに，同じ道のpracticeandfacultyの主人にな
る。彼らはこの液体を身体が真赤になるまですりこぷ《”,魔法の力を養い，月
夜に空中で歌ったり，食べたり，師ったり，接吻したりする。witchesの想像
力は非常に運ましいので，あらゆる邪を信じがちであり，印象や想像の虜にな
る。彼らの食物はbeats,roots,nuts,beans,peasである｡」
最後にBγ〃α""jc"では，古代，中世，現代と分けて説明しているが，そ
の中で最も興味深いものはHoraceの描写による次のような光景である;－
新月の夜墓にしのびこんで骨や沸草を集め，素足で髪をときほく．し，着物をた
ぐり上げ，叫声をあげて，近所の人々を起したり，地中に穴を掘り，黒羊を裂
いて死人を召喚したり,witchを型どった羊毛と，自分が罰そうと思う人間を
型どった蝋との二つのimageをもって脆法の儀式を行う。即ち，月が赤くな
り，地獣が臆り，蛇が通い処る時，狼の鼻づらを埋めて蝋人形を燃す，そして
その蝋人形がとけるにつれて，原型である人間の生命があせてゆく“〕。－
というのである。これは古代に信じられていたものであるが，中世に入って宗
教裁判や民間信仰の棚述によって，それぞれの国に於けるwitchcraft信仰の
性格は相当異ってきたが“》，その存在を信ずることに於ては変りがなかった
ようである。たとえばNewEnglandのCottenMatherやその他の人々もや
はり,witchcraftの存在を侭じていたが,witchesがevilspiritのcontrolに
自分自身を与えてしまったとは信じていなかった。彼らはwitchesは単に
devilに懸かれたのだと考えたので,witchesがdevilのcontrolから自由に
なり，健全な心にかえるように祈った。しかし，一般の人々は,witchcraftを
告発し，疑わしいwitchesの確証を探し出し，極刑が彼らの上にもたらされる
（96）アンドレ・モロワ「英卿史」上を三篇三軍に「エドワードニ世は自分で自分の聴
病を知っていたので，法王に塊戴の出る油で身体をこするのは罪悪であろうかと訊ねさせ
たことがあった｡」とあるのもこれと関係がありそうだ。
(97)WilsonもLittldaleもこれらと顛似のことを述べている一・なお,Thomas
Hardy:TAcRef"γ〃"鋤eⅣ汀""e,V-vii,のEtnatacinをかたどった蝋人形に釘を
打って呪うSuSanNUnguchのふるまいもこれと関係がある。
（98）たとえば北方で:fSabbath(一・年一回夜半に催される悪魔の宴会）は別に重要視
されなかったのに対し，南ヨーロッパではwitchcmftを考える時，これが相当大きな聯
想の対照となっていた。
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Witchegが舞台に現われて活躍するのは，一幕一場，一幕三場，三幕五場，
四幕一場である。
(1)witcheSの現われる条件について
stagedirectionによるwitch=出現には必ずthnmderが伴っていて,I.i.で
はこれになおlightningが加わっている。場所はadesertplace(I.i､)aheath
(1.iii)(m.v)とあって,Scotlandの人気なき荒野である。Ⅳ.iではこれ
をより具体的に指定して,acavern,Inthemiddle,aboilingcauldronとなっ
ている。台詞の中でも,@Wheretheplace?'｡Uponthe""M'(I.i.6)と言
b,,Macbethも4Why/Uponthis"""""e""youstopourway..．,
(I.iii，77)と言っている。Ⅲ.v､ではHeca"はatthepitofAcheronで
朝，会うようにwitchesに命令する。彼らが集る時間はerethesetofsun
(1.i.)からerenoOn(m.v)ときまっているらしい。行けども行けども果
てしない荒野と暗照の空に一筋の閃光を放つ雷鳴と共に幻のように現われ，泡
のように消と去る－土中に姿を消すのか，空中に消え去るのかわからなW，
(I.iii.79-82)が－．人の足も絶えた頃,erethesetofsunとは言え夕焼
空ではなくthunderとlightningで荒れ狂っている中で活躍するのである。そ
れは昼とも夜ともつかぬあいまいな瞬間，人間を不安に陥し入れる絶好の時刻
である。この怪しげな琢囲気は,Duncan王殺識前後に起る自然の不調和一
澱が哩れ声で啼き(1.v.39),空中に泣声が聞え，大地が震えるなど(n.iii.
59-66)－と同刷のものであって，単なるsupematural的妖気をかもし出す
だけに終らず，予曾的な「暗さ」と「異常さ」の基調をなしてし､る。
(2)witchesの外観と呼び名
1．iiiでBanquoがwitchesを承て言うには,｢sowither'dandsowildin
theirattireで,theinhabitantso'theearthでないように玖えるが，現にあ
そこに出て来ている。choppy6ngerをskimmylipsにあてるところから考え
ると，人間の高梁が通じるらしい。又womenにちがいないのだが,beardsが
あるから，そうとも思えない｡」（40-47）これだけで想像するならば，人間的
要素とfantagtimlな要素を一度に持った特有のものである。萎びているから，
そして女性であるから，恐らく年寄婆さんであろう。しかし頚が生えているか
ら['01〕普通の女性ではないが，人間の言葉を理解する。彼らは何処から生れ，
何処え立ち去るのかは全然わからない。Banquoが,6Areyefantastical,or
(101)GeorgePeeleのT"eO"W『"c･sTa彪中のGthewhitebearofEngland'9
wood'と一聯の関係があるとBradbmokは記している。
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詞によれば,Hecateはthemistessofyour(=witches')charmsであり，
theclosecontriverofallharmsである。Hecateはwitchesに自分を出しぬ
いてMachethに呪いをかけたことを怒り，その償いをさせる。そして，翌朝
thepitofAcheronに集り，vesselsやspellsやcharmsを〃l.瞳しておくよう
命令し，不思議な幻影を現出してMacbethを破滅に導くのだと話してきか
す。このHecate自身の言粟で判るように,HecateはwitCheSの指導樅を握
っている。Ⅳ.iではHecateは他のwitchesが釜の中に色々なものを入れて
呪文を唱えているところに現われ，その骨折りをほめ,everyoneshalishare
i'thegainsと言い，歌を歌って，輪になって踊るように指示する。しかも
4whichiswOrse,allyouhavedone/Hathbeenbutforawaywardson'
(m.v.10-11)と言うところを承ると，呪をかけてもよい者と呪をかけては
いけない者とがあって，それらの選択をHecateがするものと承える。Ⅱ．i.
51-52にはqwitchcraftcelebrates/PaleHecate'soHeringsとあるから，
Hecateはwitch曙から供物をもらっていたらしい。このHecateの下に
witchesが屈し，それぞれは，使役する動物を持っていた。たとえばI．iの
GraymalkinとかPaddock,Ⅳ．iのhedge-pigf"Harpie風Ⅲ．v・でHecmeが
言うところのmylittlespiritなどがそれである。又spiritsにも身分の高低が
あって,W.i.でwitchesは,@Come,highorlow;/Thyselfandogi"deftly
shOw!'と言っている。
このようにsUpernatural"ingsの世界にもranltがあるということは，根
深い封辿制度を偲ばせると共に，キリスト教鎧に於ける天上界のrankをも聯
想させる。この頃の人々は一切のものに階級を与え，分類してしまわねばなら
ぬような習鮮があったのかも知れない。
（4）呪文と大釜の内容
Theweirdsisters,handinhand,
Postersoftheseaandland,
Thusdogoaboul,about:
Thricetothinepandthricetomine
Andthriceagaintomakeupnine
Peace:thecharm'swoundup.
(I.iii,31-6)
witch"にとって三という数字は貴重なものであるらしく，人数も三人，
thebrindedcatがなくのも三回(W.i.1),charmsをかけるのも一人が三回
づつ，即ち3×3＝9である。四幕では，
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Doubledoubletoilandtrouble:
Fireburn,andcauldronbubble.
(Iv.i.10-11,20-21,35-36)
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と大釜を囲承ながら三回唱えている。はじめてMacbethとBanqUoに彼らが
出会った時,Macbethには,Glamisの領主,CawdOrの領主，未来の王。
BanquoにはMacbethより小さいが大きい,Macbethよりは運がよくないが
運がよい，王にならないが王の父になる。とそれぞれに，三つのCprophetic
greeting'をしている。又四群では,apparitionsが三つ出てきて，三つの予言
をし，その後で八人の王とBanquOの幽霊が出てくるが，この人数も合計す
れば九人である。三，或いは三の三倍の九は,mysteriousnumberとして今日
でも，洋の東西を問わずsuperstitionの基盤となっているが，占いとか魔法に
は特に関係が深く，三によって成就されると思われていたようである('”。
これらの呪文は煮えたっている大釜のまわりを踊りながら呪えられるのであ
るが，この釜の中には，人智では想像のつかないような薄気味悪いがらくたが
入っている。即ち:-thepoison'dentrailsjtoad;fennysnake;eyeOfnewt;
toeoffrog;woolofbat;tongueofdog;adder'sfork;blind-worm'ssting;
lizard'sleg;howlet'swing;"aleofdragon;toothofwolf;witches'mum-
my;mawandgulfoftheravin'dsalt-seashark;rootofhemlock;liVerof
blasphemingJew;gallofgoat;slipsofyew;noseofTurk;Tartar'slips;
lingerofbirth-strangledbakeditCh-deliver'dbyadrab;tiger'schaudron-
などであり，これらをぐらぐら煮たてて最後にbaboon'sbloodで冷ますと，
thecharmisfrmandgoodになる。このグロテスクな源々 しい中味と，苦悩
と労苦を二倍にせよという呪文から考えて，ハ""c6"〃中のwitchesは悪の玖
を司さどり，人間に危害を加えようとしていることは明らかである。そして
･Fairisfoul,andfoulisfair'(I.i.11)という言葉でもうかがえるように，
witchesにとって，これらの不快な汚物も,toiltroubleもむしろ好ましい
ものでこそあれ，決して嫌悪すべきものでばなかったのである。想像され得る
限りの醜怪なものを染め，その力によって自分の術を完成するwitchesは，
人間の嗜好を遠く離れた別世界に届するものである。彼らは醜悪さを喜ぶ以上
（102）「十八史略」に於ても，三及び九の数字は無限を表わし，めでたいものとされて
いる。日本に於ける“三，三，九度の盃,,もこの意であろう。Maugham:TheM"gi-
“α銘でも毒蛇に噛まれた時，呪文をとなえ，その傷口に三度唾を吐きかけ，三度指でその
傷をなぜろと出血がとまり，傷が治癒したり，招魂術を行う時には三人か一人でなければ
ならないなどの記述が見られる。
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に，醜悪さを必要とし，それがなくては彼らの働きもないと同然である。言い
かえれば,witchesこそ悪それ自体なのである。人間の邪心を刺戟し，平和を
おびやかし，苦悶させ．神への道をせきとめることに，彼らの使命があり，生
存理由がある｡
m.i.のthreeapparitionsの出現方法は,Hecate自身次のように説明して
いる：－－－
Uponthecornerofthemcon
Therehangsavaporousdropprofbund;
I'11catchitereitcometoground:
Andthatdistill'dbymagicsleights
Shallraisesuchartilicialsprites...
(Ⅲ.v.23-7)
浄らかな月の滴を灘々しい魔法の釜に入れて蒸溜するとは，面白い対照であ
る。まさしくfairとfoulの混合であり,magicartによってfairなものを
fOulに変じてしまうwitches世界の威力を感じさせる。こうして作り出され
た幻影が,anarmedHead(Macbethの竹),abloodychild(MacduH),a
childCrowned,withatreeinhishand(Malcolm)であり,Macbethに空な
希毅を抱かせるような予言をする。
(5)witchesの能力
先きにJameslの花嫁が&otlandへ渡る際，嵐を起して邪魔をしたwitfhes
が処刑されたことについて記しておいたが，その時witcheSが告白したとい
う記述によれば(1｡，多くのwitchesは，箒の柄に乗ったり，かたつむりが
曳く目に承えない車に乗って空巾をとんだり，自分自身の姿をかき消す力を
もっていた。M"c6"〃中のwitchesもdHoverthroughthefOgand61thy
air'(I.i.12)と言ったり， ･Iamfortheair'(m.v.20)と言っているか
ら，夕方から朝にかけて，空中を自由にかけめく・っている。しかし箒や車のよ
うな器具は必要としていない。又，空中だけでなく，海を渡ったことは,I.iii
の‘Butinasievel，llthithersail，や‘Theweirdsisters,handinhand,ノ
Postersoftheseaandland'で確かである。嵐や風を起こすのも,I.iiiのは
じめに,･I'llgivetheeawind!'･Andlanother.’又,0Imyselfhaveallthe
other,/Andtheveryportstheyblow,/Allthequartersthattheyknow/I'
theshipman'scard'とあり,$barkcannotbelost,/Yetitshallbetempest-
(103)GeorgeBrandes:WWWα廓S""eSp"",ACγ"i"ノSocie".
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tost'とあるのはKingJamesの妃のことを想起させる。MacbethもⅣ.i.で
たとえ彼らがwindsをときはなし,yestywaveSを起したり,corn¥tree
を吹き倒したり，palacesや”ramidsをひっくりかえしたりしようとも，自
分の運命を知りたいと言っているから,witchesと嵐とはよほど縁の深いもの
であったらしい。
この他，憎んでいる人を眠らさないことも彼らの特技であり,｡Sl"pshall
neithernightnorday/Hanguponhispent-houselid.'(I.iii.19-20)と呪
っている。Holinshedが，王の眠れないのはnatIIrallsickneggegではなくて
sorcerieandmagicallart,practisedbyasortofwitches('oJ>と記しているのも
この例である。又，泡の如く消え失せたり,@aratwithoutatail'(I.iii.
8）に化けたりすることが出来る。しかし何故尾のないねず承に化けて，完全
なねず承に化けなかったのであろうか。witchesには完全な動物の姿に変貌す
る能力はなかったのだろうか。いや，彼らは完全よりも不完全を好むように思
われる。witchesは，人間の言葉を理解し，話し，予言する力をもっているがそ
れも非常にあいまいであり，暗示的であるためBanquoをして｡imperfect
s""aker'(I.iii.70)と呼ばせるが，これによっても彼らはむしろimperfect
であることを楽しんでいるように思える。この完全性の欠乏によって，より恐
怖的な異端的な暗黒界をかもし出そうとしているのである。徹底した悪によ
るよりも，未決定の予言に対して人間はより大きな誘惑を感じ，心を魅了され
てしまうのである。幻だと思いながら，悪魔のささやきだと信じながら，万一
の可能性に魅せられて地獄に落ちてゆく。この暗示的な不完全と思える誘惑こ
そ，人を奈落の底に導くための，計算された上の表現であり，魔法の完全な使
行である。これを見るとき,Shakespeareは当時流行していたmagic,demono-
logyの方法にもかなり深く精通していたように思える。「Dun"nを殺せば王
になれる｡」と正面からそそのかされていたら,Macbethは果して殺人を犯し
ただろうか。目の前にはっきりと犯罪を提示された時，人間はそれに対して抵
抗を感じ，勇気を以って邪心に打ち克てるものである。この人間性の機微を
ShakespeareのwitCheSは適確にとらえ,Macbethを先導してゆく。それ
故,witchesの悪性はより大きいものとなっている。witchesはそれ自身完全
な悪でありながら，人間との関係に於て不完全を装うところに特徴があると言
えよう。
(104)C""ic".「民間信仰」(p.22)の項参照
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のと考えられていた。「運命を司どる女神」がweirdsistersであり，「巫術に
よって予言力を授けられている」のがnymphsとfairiesである。そして，
HolinShedはthreepropheticwomenをこのいずれとも決定しないで,Shake.
speareのように髭もつけさせないし，しわだらけの婆さんにもしていない。一
方Shakespeareは前述したように作品中stagedirection以外はweirdsisters
という呼び方を多く用いているが，これらのwitChesは運命を司どる女神と言
えるだろうか｡彼らはたしかに予言することは出来るし，結果的には人を破滅
させることもできるようだ。しかしM"hcthの述命を導いた究極的なもの
は，彼らの予言自体というよりも,Macbethの心にある功名，栄誉へのあこ
がれであった。Machethは予言に従わないことも出来たはづである。悪への
誘いに耳をふさぎ，目を閉じ，ひたすら正義への通を歩むことも出来たはづで
ある。私にはMachethが，魔法にがんじがらめになった普通の人間のよう
に，無l凱覚に，他力的に自分の行動をおしすすめたのだとは決して思えない。
術に反省と逵巡と悔恨とがMachethの心を去らなかったのは，彼が自覚して
一切を行為した征拠である。ただM"rhethがwitchesの思う壷に陥入ったの
は，彼の恵志力の欠乏と，弱い人間の功名慾のゆえである。Macbethには選
択の自由があった。善悪二つの道のいづれを選ぶかについて，天使も悪魔も全
然強制の態度を示さず,Macbethの1割由恵志に反するような道にひきづり込
むようなこともしなかった。MachethはI皇I山に選び，自由に歩き，そして自
ら滅びていったのである。こう考えてくると,M"c6〆ル中のweirdsisterS
はHolinsh剣の言う「運命を司どる女神とは思えない。しかも自分たちが予
言や悪の行使樅を持たず，その主人にうかがいをたて，その許可を得なければ
叱言を喰うような8thegoodessesofdestinie'がある筈がない。暗示的な予
言の承を与え，強制をしらないこれらのweirdSiSterSは，むしろnymphsか
fairiesの範璃に入れられた方が適切であると思う。しかしその予言は人を悪に
導き陥し入れんがためのd3monischなものであり，その様相は余りにもfairies
と異りすぎているが故に，純粋なfairiesとも乱.えないのではないか。（前永参
照）このように処刑に付せられるwitches(mortalwitches)でもなく,Holin-
shed的なweirdsistersでもなく，正砿にはfairies,nymphsでもない筈なの
に，尚当時の人々の目にはfairiesとして映ったわけである。これは恐らく，
当llfのキリスト教がfairiesを分類表に入れようとした時,devilsの中に入れ
た('09》ことに基くものと思われる。小さくて可愛いく良いこともするが悪戦も
(109)""P.93.
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相当に働くff,iriesは，そのいたずらの故にdevilsの一種と看倣されたのであ
ろう。Farnhamによれば，当時のfairies.loreには，人間を非常に困らせた
fairiesの悪事が記されていて,Shakespeareもこのloreを知っていたものと
思われると書いている。
Shakespeare時代の人々 はともあれ，現代の我々 がM"""ル中のwitches
を見る時，その様相と能力行動に於てmortalwitchesの一面を有し，どこか
ら生じどこへ消えるかわからない漠然さに於てfairiesであり，人を極悪非常
に陥し入れる悪性に於てdemonの一面をもっていると思われる。この三つ
のものを巧承に混合し,Shakespear己自身の創作に必要なGwitches'を描き出
したのである“の。もっとも，昔からScotlandにはMarPItethとBanquoが出
くわしたproPhetricwOmenの伝説はあったようだ。そしてKingJames即位
と共に,この伝説に対する関心が昂まっていった《'I$>｡BirnamWocdや女から生
まれない男についての予笥もこの時代のfolkloreの一つとなってb､たらしい。
Shakespeareもおそらくこのfolkloreに興味をもち，それを彼なりに性格づけ
ようとした一人ではないだろうか。
そしてShakesmarEは,witchesを単に非実在的な幻影として描いたのでは
なく,Makth以外の人にも見える客観物として描き出した。Shakespeareg
身これらの実在を信じていたかどうかはしらない。しかし少くともM"c62ﾉﾙ
に於て，彼らは生きて存在していたのであるし,Shakespeareも相当深く，当
時のfalklore¥occultstudiesに関心をもち，造詣深かったことをうかがい
知ることが出来るように思う。当時の人々には〃"c6"んのwitchesのもつ
悪性は，恐怖と嫌悪のｲﾙと共に信じられ，人から人へ伝えられ，やがては
witchesの概念として,Shakespeare的なものも不可欠になっていったのでは
ないだろうか。換濤すれば,Shakespeareのような大作家こそ，過去の民間伝
説を変形し付加して，災に強固な伝説を作り上げていったのではないかと思う
のである。
VI.結
l.MortalwitchPsの正体
論
(110)BishopJohnLeslieはDeOj'igi",ハ他ri6"sefRebwsGes"sScofo"""
の中でこれらのwitch"は静通のwitrhPsよりすぐれたpOWerをもっているので，
devilsdisguisedaswomenとよんでいる。(Bradbrook:T"eSo""sqfM"･参照）
(111)Farnham;""P.85.
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前記の如く聖啓に於てもその他の記録に於てもmortalwitch=が実在した
ことは事実である。少くとも妖しげな術を使い人間に危害を及ぼすwitch"と
して処刑された女性が多数存在したことは否定できない。たしかに宇宙には人
智で考え理解できない数多くの不可智な事柄が存在し，その神秘を求めて怪奇
な術をこらす者もいたであろう。前記？物GM"gic"〃に於てMaughamは，
19世紀パリ一のど典中に尚もその魔術を信じ誇る一人の魔法使し､《1画を実に面
白く描き出している。オックスフォード大学を主席ででて，へプライ，ユダヤ
語をはじめ各照語を謎承こなし，錬金術，神秘学の文献に精通し，文学・美術
・音楽をはじめ，ライオン狩りや賭博にまで超人的な技儒をもつ奇怪な礎術
師,OliverHaddoと，想像力もユーモアのセンスもない，しかし著実聰明な
実征主装的な名外科隆,ArthurBUrdonとを対決させている。そして興味のあ
ることに,Maughamは，この現代科学の代表者を魔法使いの足元に屈服さ
せてしまっているのである。しかもMaughamは，作品中ocrultstO1rlies文
献の内容をそのまま引川して招魂術を説いたり，又魔術師なるものの特椛を説
明したりしている。私は，このmagicianが密閉した研究室内で妖しげな生命
物を創造するのに成功したのを知って,Maughamがどのような意図でこの作
品を書いたかに深い疑問を抱いたのである《'】3》。しかし,このWMMnに似た人
人が中世，あるいは，それ以前，そして現在も尚どこかに生存していないとは
言えない。（－彼らが最も多く横行した時代は，キリスト教繁栄以前と思わ
れる。キリスト教徒の迫害によって，急激にその姿をひそめたのではないだろ
うか？－)。とはいえ，彼らが非常に大きな勢力をもっていたとも考えられ
ず，実際に不老長寿の薬を発見したとか，死者と対面させたとか．人を動物の
姿に変えたとか，をそのままIqi定することは，現代の我々には到底不可能であ
る。このことは勿強,mortalwitchesに対しても言い得ることである。彼らは
非論理的，神秘的な「何か」をしたかもしれない。しかし，わづか数百年以前
の人間が，20世紀に住む我々に全然予想できないような，空を飛んだり，自分
の姿をかき消したりなどする秘術をもっていたということは，人類学的にも認
めることが出来ないと思う，－もっとも，それが忍術的なからくりであるな
らばともかくだが。恐らく，彼らの神秘的な琢囲気は，人々に超理論的な想像
(I12)Maughamがこのmagicianの棚先を,デンマークのアンを奉じてスコットラン
ドに渡り，女王の配偶群Jameslが英棡王位に盛った時，スタフオードシャの制地を拝
受したものであると描いているのは興味深い，
(113)この作品の内審，、猷図などについて不思議なことが多かったので，私はMaug･
hamに衝問の手紙を出した。多分遮事は来ないかもしれないと思ったが一・
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力を与え，神秘は更に深い神秘を生象，いかなる秘術もそのまま実在のものと
施僧し,伝えられていったのではないだろうか？と共に,処刑記録にのっている
ほどの多数の人々が,この秘術に凝っていたということも疑わしい｡年毎にふく
れ上っていった犠牲者たちは,果して水当のwitchesばかりであっただろうか。
宗教的，論理的な立場に於けるwitchesについては既に述べたからくり返
えさないが，私は，鰻も涙ぐましい椴牲者の一・人としてジャンヌ・ダルク
(Jeanned'Arc）の実例を調べてぶた《'”。彼女は13歳にして“フランスを救え”
とのお告げをきき，武装して先陣に立った。彼女のゆくところイギリス軍は次
次に敗北し，シヤルル七世は遂に域冠式を挙行した《'”。しかしブールゴォニ
ュ公に揃えられたジャヌは，イギリスI刺王に一万リープルで売られた。そして
その超人的な醐敢さの故に，宗教撒判でwitChと判決され火刑に処せられた
のである。1431年2月から5ﾉjに及ぶ全辮理と処刑の経過は，「ジヤンヌ・ダ
ルク処刑訴証記録」として今日まで残されているが，起訴状の内容は，「妖術
者，巫女，偽予言者，悪霊の祈祷師．．．jE統信心一切を呪う異端者・・・背神
者，偶像蛾拝者，暴徒，人間の血に飢えたる残虐な戦争挑発者・・・」とおよ
そ考えられる全ての悪名をきせてある。ところが，この宗教裁判にかけようと
提案したのはパリ大学内からであり，ジヤンヌの盤感の神性を確認していた敵
側仙侶に一泡ふかせようとしたものであり，同時に教授団が，世界平和の泉で
あり，新ヨーロッパの源であると自称していた「フランスとイギリスの合併
王」ヘンリーに追従しようとしたのが目的であったのだ。
このように政治的，外交的目的のために，罪なきものが断罪され命を失った
例は，他にも数多くあったであろう。
この他，凡人の理解の及ばぬ秀れた進歩的な人間もwitchesの範畷に入れ
られ処罪されたことは「哲学」の項で述べたが，聰明でなくとも，変った人，
社会生活の流れからはゑ出している人をも，同様に罪人の中に加えたのではな
いかと思われる。人間は本性的に奇異を好まない。自分の頭脳からは承出すも
のはすべて毛蠅いする傾向がある。このは敦出したものを異端者と呼び，
witchPsと名附けるということもあり偲る。
一方，アーサー・ミラー作の「るつぼ」中にも見られるように，非人間的に
まで厳しい宋教的戒律のもとで，人間としての自由を求め，慾望を遂げようと
するｿ,if切な希いが，反宗教的な行動一所"lcauldronsceneのような－に
(114)埼波新苫「ジャンヌ・ダルク」を参照にしたc
(ll5)蘭年戦争を参照。
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人をかりたて，異端的狂信に陶酔するということもあり得る。この物揺りを要
約すれば:一当時の支配階級に偶していた佃侶とか裁判官は，自己の立場を確
立させ絶対的なものとす愚ために，支配下にある一般大衆の運命を手中に治め
ることが必要であった。そのために，神をおそれさせ，戒律を苛酷にし，罰を
徹底させ，人々を恐怖の底につき落したのだ。神の名によるこの厳しさから逃
れて，人間本来の慾求を果すためにその後につづく厳罰も忘れるのが人↑lfであ
る。慾望に充ちた人々は，夜中に染まり奇体な踊りをおどり，身体に血汁をす
りこゑ，わら人形に釘を打ちこむ。そしてこの行事が発見された時，主諜者は
即座に逮捕され，顔面に打ちおろされる鞭の揃さに耐えかねて，遂に支配者た
ちの暗示のまま悪魔を見たこと，職法を習ったことを告白する。(witchesとは
悪魔を承た女であり，悪魔の命により妖術を使って，人々の慾求をかなえさせ
るものとされてし､た)。かくてwitchesと判決されたものは死刑。彼女と行動
を共にしていた人々は，この刑から逃れるために妖術にかかった風を装おい，
witChの被害者のように見せかける。被智者は，その目でwitchの行動を見た
ことを供述し，法廷は彼らの征箇.を絶対的なものとして裁決の基単とする。彼
らは窓のむくままに自分が好まぬ人々を告訴し，法廷は告訴された人々を辿拘li
し，拷間にかけ,witchにしたてて死刑にする。あるいは，支配者たちの筋杏
き通りに告白すれば許されることもある。命の惜しいものはその筋書きを認め
て証爵する。こうして支配者たちの思い通り,witchesは実在物となり，妖術
は認められ，一般人はより厳しい監併に身を縮め，権力者たちの地位と力は確
立されてゆく。
この物語りは17世紀のアメリカに於ける実話らしいが，少くともこの括しに
関する限り,witchesの出現動機は，当時の苛陥な縦教戒律('”から逃れよう
とする人心の要求であり,witCheSの実在云々は，支配者階級の地位を神の名
の元に狸得しようとする手段であり，でっちあげにすぎない。彼らが告白した
ように,J'(に魔術を使うsupernaturalな力をもっていたならば，裁判の時も
処刑の時も，その力を行使して逃れることができたはずである。すべての
witchegが黙々とその身を炎に包んだのは，彼らが魔術を知らなかったことの
征明であり,強制的に告白させられたことを物語っている〔'1刀。
かくて，実際に妖術を行ったと思われるwitchesの何百倍，何千倍かの人々
(116)TheReV.ROnaldBayne:Re"giO"pp.61-67参照。
(117)KnightもDowdenもMacbethの性格はfantasticandimaginativeである
ためwitch"の暗示にかかったのだと云っているが,witchesのほとんどが女性である
ということは，女も亦fzmtaaticでimaginativeであるせいだろうか？
4s Witchesとハ"c6EM
がwitchesの名をきせられ，火の中に投じられたのである。彼らは，政治的，
外交的手段として，又例外を嫌う人間の性向として，更に支配権力碗立の方便
として，人間界に大きな存在を占めさせられたのである。まさに，これこそ，
キリスト教徒の犯した大きな罪悪であり，神の美名にかくれた人間欲の哀れな
結果であった。かうして「悪は賢人の試練のために存する《1m」という段階を越
えて，悪自体の世界が大きくクローズアップされ，善良な市民をおびやかし，
その平安を奪い去ってしまったのが当時の社会であった。このことは，人類に
福祉をもたらすべき科学の発逮が，逆に原蝋などによって人類を脅やかしてい
る現代に類似してし､る。自ら造り出したものに恐れ苦しまなければならないの
は，人類に荷せられた永劫の宿命なのかもしれない。
2．M@cbe雌中のwitchegの意義
ShakesZarEが以上のような時代にあってwitchegを作品に大きく扱ったの
は,Jameslとの関係を除いても当然のことである。なぜなら，偉大な作家は
その時代の反映であり，時代精神の代表であるからだ。しかし，又,Shake-
speareはwirhesを描く際に，単なる盲信的な奴隷ではなく，理性に目覚め
た近世作家としての力傭を充分に発揮している。第-･,Shakespeareはfolk-
loreに現われるmortalwitclt=を適当にとり入れつつ彼自身のwitchesを創
作している。それらは実在しているけれど,rsexlessであり,Macbethの血液
の上におそいかかっている《11の」が,Holinshedのそれのように絶対的迎命を使
行する女神ではない。ShakeSpeareはMacbethにもBanquoにも自由に自ら
の意志に従って道をえらばせるだけの余裕を与えている。人間としての立場，
判断を与えている。そして前者は悪の道を選び，後者は善の道を選んだ。そこ
には人間としての煩悶もあり，踏跨もあり，苦悩もあった。単に無気力に，唯
々諾々としてあやつられる人形ではなかった。勿猫Mackthに王位を夢承さ
せたのはwitchesの仕業であり，外的な人間の意志ではどうにもならぬ力では
あった。しかし,Macbethの邪心をそそりたてたのは，最初の予言(I・iii.)
だけであって，その後のHeCate¥witCheSの暗示は，ただMacbethに空虚な
非現実的な安堵感を与えたにすぎない。これらの略示があろうとなかろうと，
Macbethの運命はDun"n王殺害の一事によって，同様の結果に陥入ってい
たにちがいない。Mncbethは自らを王とするために，妾に茂ずまれないため
(118)Khrusipposaus"loi,280-207B.C.
(119)EdwardDowden:S"αﾙe"""･g:AC"""ﾉS"""HisMi"dα"J
Aが､Chap,V.pp､247-249.
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に，迷いながらも良心を覆いかくし，弱い心を妓舞してDuncanの胸に刃を
下したのである。そこに至る過程の描写は，大罪悠を前にして震える良心の動
きを克明に描き出している(I.vii.).この目【II愈志尊砿に，私は皿"c6efルが
所刷り腿法を取り扱った他の作品との大きなIII異をゑると共にShakespeareの近
代性の一隅を縄めるのである。悪の誘惑が目の刑にぶら下ってし､る時，この自
山恵志が碑と悪(神と悪魔)の間に立ってどのように苦し象，抵抗しながらも破
滅の通におち込んでゆくかをM"c6"〃を通して充分に見きわめることが出
来る。この意味で,DowdenがM"c6"ルをgoodとevilの戦いだく12‘〕と言
ったこともIT定できる。しかし，単にgoodとevilの葛燕がテーマであると
するだけでは，この作品の「暗さ」を説明することができない。M"c6"〃を
一Hする色彩と雰囲気はwitchesがCFouliSfair'と唱える一幕一場によっ
て決定され導かれている。全篇五幕二十八場を通じて，日の照り輝く真昼の光
景は一つもない。朝であるはずの二幕三場ですら,II1番の口からは，悪魔や，
地欺や，二枚舌の台詞しか出てこない。劇全休からi!;られるものは，時刻のあ
いまいさと諏囲気の暗さである。ここで幾多の殺人が行われ，逃亡がなされ，
謡良な人々の涙と歎息，そして悪人自身の発狂と悶えが展開されるのである。
これが人間本来の善悪の戦いをテーマにしている作品であるならば，あまりに
も悲観的であり自虐的である。まして単なるmoralityのような勧善懲悪でも
なければ,"tOteachandtodelight<'2')''したり9"王をして暴君であること
を恐れさす('””ためだけのものではない。また,S.L.Bethellの言うよう
に,｢Macbethを通してShakespeareは罪の一般心理を説明している('動」の
でもない。勿謝,Shakespeareが例外的な人物としてMacbethを描き出した
というのではなし､・たしかに,Macbethが自ら裟穴を堀ってゆく過程は，罪
を犯すものすべてに共通な心理状態であり，血は血をよぶ的な犯罪は現代も尚
あとをたたない。しかし，人の魂がいかにして地欺への道を辿るか《I2i》とし､う
過程描写にShakespeareが主眼をおいたとするならば,witchesの出現はただ
附属物であり，前奏，伴奏の役割しか果していないことになる。そして単に劇
をm白く見せるために登場させた端役的な存在にすぎなくなる。もっとも，
(120)I"dbpp.224-226.
(121)(122)JohnD・Wilson:T"g〃な"S〃α"esp""EM"鋤“",m.TheTra･
gedyofMaC･XIiii.
(123)S"αﾙeM""α"αMeP"豚"γDj.@”α〃cTr"di"o",pp.73-105.
(124)J.D.WiIsonもJobnF・Danby(S〃α片esp"P･e'sDocf""eqf"""e)も
この蝋をとっていろ。
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Shakespeareは人に訟せるために劇を書いたのだから，舞台効果も漉衆の心理
もうまく把握し，観客を喜ばせ，はらはらさせる術を充分に駆使していたこと
は当然である。例えば,Banquoの幽識が宴会の席上に現われる場面,Duncan
殺人後の悩景,witChes出没前後などのテクニックは，ほとんどすべての批評
家がひとしく称讃している処である。
しかし，このように舞台効果の一要素として，あるいは，劇を進行させる附
属物としての承witChesを考えるのは，あまりにも時代的な環境と心理を無
視した片手落ちな見方ではないだろうか。当時の社会に深く根を下し，知識人
すら否定しきれなかったwitches,更にKingJamesはじめ宮廷人がこれに大
きな関心をよせていたことなどを思う時,Shakespeare自身信じていたとは言
わないまでも,witchesに多大のl則心をもってし､たことはを否定できないこと
は前述の通りである｡作家としてのShakespeareは,時代の関心ﾘ『をこの作品に
もりあげ,M"c6"ルを通してwitchesに対する概念を彼なりに打ち出していっ
たと考えても間違いではないだろう。創作家としての彼は,論理的にではなく，
本能的感覚によってそれらを描いていったのである。想像力に充ちた彼の頭脳
は,一つの作品をwitchesのもつ罪と悪,暗黒と呪いでぬりつぶした。このため
M"cbe鋤の世界はすべて狂ってしまったのである。戦争,謀叛,天候,時刻はも
とより，登場する一切のものは正術さを失い，常闇の世界でおののいている。
この世界では,Duncan王の諜良さも残酷な死の前触れであり,6pleasantseat'
･nimbly'@sweetly'@Theairisdelicate'(I.vi.1-9)などの心地よい讃美
は，やがておころうとするdarknessと恐怖への対照であり，四郡二場のMac-
duH共子の交わすあどけなし､会話も残虐な虐殺の前奏にすぎない。普良さ，美
しさ，あどけなさ，などすべて排に通ずるものは,M"c""ル世界に入ってき
てはならないのである。真・蕃・災を追放した世界，－それがM"c6efんの
世界であり悪魔の世界である。まさに作品M"c6e鋤は,wichesの世界の大
きな描写だと私は主張したい。witchesの属性すべてがこの作品を支配し，読
者を地の底の王国へ導いてゆくのである。我々が感ずる恐怖も暗さも不自然も
あいまいさも,witches王国の法則であり，悪魔の属性なのだ。そこには地上
に住む人間の平安も安堵感もない。｜Ⅲこえるものはただ，大釜で煮えたつ地獄
汁のぶくぶくいう音であり，踊り肌ずるwitCheSの叫声である。「TheWeird
Sistersが現われて秩序は消え去った。自然の法則は道をゆずり，我々の心に
wildernessとhorror以外何ものも磯さない。ふり返えってゑる暇も与えない
(125)JohnD.Wilson:Ibi",m.･TheTragedyofMaCbeth'
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のだく'罰｡」obytheclock,'tisday,/Andyetdarknightstranglesthetravelling
lamp.'(n.iv.6-7)をはじめ，鷹が巣に殺され，馬が咬承合い，天も地も，
人も動物もすべてが軌通をはづすのもwicITPRの世界では当然である。
Shakespeareはこの暗黒の世界に人間Macbethを置いた。栄華椛勢を求め
て鰻転反側する慾ﾂ1の人間像として－。しかし王位を手に入れるために，
Macbethは良心と心の安定を代償にしてしまっていた。心の平安を得るため
に更に彼は，欺啼，殺人，買収などすべての手段をつくした。だが一皮売った
平安は再びかちとることは出来ない。私は，荒々しい両脚を秋木のようにはか
ない城祁の上にふんばり，人の心と権勢の無常を哨I･DM"hethの心のうづき
を感ずる。彼の岐後のたの承の綱は，人間でも椛勢でもなく，泡のような幻像
のあざ笑うような予討である。threeapparitionsの形が意味するものと，その
予言の内容とを比較対照して承る理性を失っていたからといってMacbethを
黄めることは出来ない。Macbethは既に最初の犯罪によっ･E通を誤まり，眠り
を殺した世界に足をふゑ入れてしまったのだ。「理性」も「信頼」も「愛」も
彼を見捨て，ただ地欽の煙が彼を覆い包んでしまっているのだ。
彼の目は，悲しぷとも後悔とも憤りともつかない光を放ち，彼の怒号は，叫
んでも叫んでもI11斐ないこだまを呼ぶだけである。Scotlandの荒野に仁王立ち
になりながら，最後の力をふりしぼって，天に挑承，地を憎承，自己を呪い，
血走った眼をぎらつかせているMachethの姿は，地上に別れを告げる人間に
残された股後の虚勢である。人としての自由意志を与えられながらも，結局は
慾望の奴線となり，生きる道も光も失ったはかない人間の簸期の画盗である。
witcheS.もHecateも手を叩き，声をあげて笑ったにちがいない。彼らは人間
の目由意志に勝ったのだから－°彼らの妖しげな姿，あいまいな略示，汚醜
に充ちあふれた脆法が，人間の理性と良心を打ち負かし，一人の英雄を彼らの
悪の世界にひきずり込むことに成功したのだ。MacduHとの一騎打ちで,6I
bearacharmedlife,wllichmustnotyield/Tooneofwomanborn'(V・iii.
12-13)とMacbethが豪語した時,witchesは息をひそめて顔を見合わせた
であろう。踊踊と反省と薪悩に充ちたMacbethの半生は，この合戦によって
決せられる。そしてMacduHが女から生れた男でないことを知ったとき，
Macbethは完全な敗将となり,witChesは祝い踊り，手に手をとって拍手喝采
に興ずるのだ。
「〃"““ルは完全な悪の勝利を現わした作品であり,witches'evilchanting
の円天井の下に仕組まれた死と暗黒の"emであり，真夜中の地狄の上で展開
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してゆくpl3yである《I”」というFIuchereの説に，私は他のどの批評家にも
見出せない強い共鳴を感じた。私がM"c6"〃を銃んで感ずるのは，非道に
対する憤りでもなく，残虐さに対する恐怖でもない。人間の弱さとあわれさで
ある。
Shakespeareはこの作品に於て，運命的なもの－勿論，それは人間に命令
も下さず束縛もしないものであるが－と，人間の自III意志とを対立させたの
である。何か漠然としてつか穀どころがないが，底力をもつ運命的なものが勝
つか，剛性も通志も判断ももっている人間が勝つか－結果はあまりにも哀れ
であった。Shakespeareは，偉大な宇宙の力の下でもがき耕し承，あせり悩む
人間像を苛酷なまでに描き示してしまった。当時の氷教的に混乱した社会，新
教，旧教,l脚教と互いにいが誤合い殺し合っていた人々，論理に心を奪われて
人間崇拝に酔っていた人々を，彼はあわれんでいたのかもしれない。地上に於
ける人間の歩義は，所詮天国か地獄に通ずる一過程にすぎないのではないか。
かくて，人生のたそがれにあるMackthは,@Out,out,briefcandle!/Life's
butawalkingshadow'(V､v､23-24)とつぶやく。影のような人生。そこ
に点滅する人間の命。それはどのような力をふるおうとも，到底迎命的なもの
には抗し得ないのだ。
人間の敗北。これ以上の悲劇があろうか。〃"c6"ルは単なる一武将の悲劇
ではない。栄維椛勢を夢ゑる人顛共通の悲劇であり，もがいても威張っても結
局は，縦ない空まわりにすぎず，流血さえも不毛の茶番にすぎない人間が，宇
術に挑むｲ:1:大な悲劇である。
この論文のテー マは，1955年春より1958年夏まで擁週ShakeSpeare作品論説を御
指騨いただいたIII木与吉先生のおすすめによるものである。
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